


は じ め に 

共用設備基盤センター長  末吉 邦 

共用設備基盤センターは、本学の教育研究支援体制及び放射線安全管理体制を充実させ研究者の利便

性を向上することを目的として、平成 28 年度にアイソトープ総合センター、旭町地区放射性同位元素

共同利用施設、自然科学系附置 RIセンター及び機器分析センターを統合して設立されました。同セン

ターは、研究設備マスタープランを立案し設備・機器等の共用化を促進し、大型分析機器や放射性同位

元素等を利用した教育研究を推進するための中核機関として、大学の研究環境強化に資する役割を担っ

ています。 

 新しい研究設備・機器共用システムの構築を目的とした文部科学省先端研究基盤共用促進事業「新た

な共用システム導入支援プログラム（2018年度～2020年度）」では、本センターを統括部局として、全

学の設備（約 200台）の共用システムを導入・研究設備集約化を遂行してきました。さらに、令和 2年

度先端研究設備整備補助事業にて主要設備のリモート化を実施することで、設備共用の基盤を築き、研

究リソースの有効活用を進めてきました。近年は、「学内フリマ」による設備リサイクルの仕組み、「設

備ファンド」による設備導入資金の出資制度導入の他に、設備の共用化・人材育成を目的とした新潟研

究基盤ネットワークによる地域連携、オンラインセミナー「なるほど！研究支援セミナー」の開催など

の利用促進活動を通して、施設・設備、スペース、人材を含めて総合的な整備を進めています。 

一方、放射線設備に関しては、従来から、法律の要請のために拠点施設に集約されており、様々な分

野の研究者に共用され、本学における特色ある教育・研究の発展に寄与しています。しかしながら、専

門知識を有する技術職員の放射線施設への配置が無く、安全管理体制及び利用者のサポート体制は十分

とは言い難い状況にあります。本センターとして、放射線を利用した研究活動を更に強力に支援し、な

おかつ安全管理に万全を期するために、大学および研究者等から求められる役割や在り方を見直すとと

もに、人材の拡充や組織の強化に努めていきたいと考えております。 

今後とも本センターの機能強化に取り組んでまいりますので、皆様のご協力をお願いいたします。 
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１１..  セセンンタターーのの概概要要  
  

１１--１１..  理理念念とと目目標標  

新潟大学共用設備基盤センターは、本学における研究設備のマスタープランを立案し、設備・機器等の

共用化を促進するとともに、大型分析機器や放射性同位元素等を利用する施設・設備の管理や教育研究等

を推進することを目的とする。具体的には以下の業務を遂行することで、本学の研究を支援する役割を担

う。 

(1)  センターの利用者の交流と共同研究の促進に関すること。 

(2)  設備マスタープランの立案に関すること。  

(3)  設備・機器の学内外に対する共用化促進及び管理・運営体制の支援に関すること。 

(4)  センターの施設・設備の管理及び運用に関すること。 

(5)  分析機器の安全利用及びその教育訓練に関すること。 

(6)  放射性同位元素利用の安全管理に関すること。 

(7)  放射線業務従事者の教育訓練に関すること。 

(8)  放射線安全管理についての情報の収集に関すること。 

(9)  学内放射線取扱施設への指導助言に関すること。 

(10)  計測・分析技術及び放射性同位元素等の研究開発並びにこれらの情報の収集及び提供に関す

ること。 

(11)  センター所属の技術職員の育成に関すること。 

  

１１--２２..  設設立立のの経経緯緯  

第 5 期科学技術基本計画（平成 28 年 1 月 22 日閣議決定）には「国は、大学及び公的研究機関の研究

施設・設備について、計画的な更新や整備を進めるとともに、更新・整備された施設・設備については各

機関に共用取組の実施を促しつつ、その運転時間や利用体制を確保するための適切な支援を行う」ことが

述べられ、文部科学省は大学に対してより有効な設備共用の仕組みづくりを奨励している。このような設

備の共用化の流れの中で、本学においても「設備マスタープラン」を策定し計画的な設備整備を試みてき

たが、学内に分散する研究設備、教育設備の全学共用の一層の推進と学外共用を展開するためには、全学

にある共用可能な設備等の調査とデータベース構築、設備の共同利用システムの策定と運用、さらには将

来設計を策定できる組織の整備が急務となった。全学共用設備の運営を行ってきた機器分析センターは、

これまで拠点スペースをもたないまま大型機器の分散管理をしてきた。また、大学の各部局に分散して設

置された大型分析装置は、教員の個別管理に任されているものが多く、その存在は学内に広く周知されて

いないため、共用されていない事例も多かった。 

放射性同位元素（RI）利用技術の開発による先端研究での用途の多様化が進む一方で、大学等における

RI 利用の減少と管理施設の老朽化のため、各大学の非密封 RI使用施設は廃止される傾向が続いている現

状を踏まえ、日本学術会議では「RIに関する全国規模でのネットワーク研究・教育拠点化構想の重要性」

が提言された（平成 29年 9月 6日）。本学の旭町地区 RI共同利用施設においても、利用者数が減少と技
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術職員不足が重なり施設の安全管理が困難な状況になった。RI 利用施設の運用方法の刷新を早急に進め

る必要があった。 

ついては、研究推進機構の三施設（アイソトープ総合センター、旭町地区 RI共同利用施設、機器分析

センター）を統合することにより、研究支援体制を整理することとなった。また、統合した新組織におい

て刷新する設備マスタープランの下で設備・機器等の共用化を促進するとともに、大型分析機器や RI等

を利用する施設・設備の管理や教育研究等の業務連携を進めることで本学の機能強化を図ることになっ

た。そこで、平成 29年 2月 1日に共用設備基盤センターを設立した。さらには、五十嵐地区の放射線安

全管理を主導してきた自然科学系附置 RI センターとの協議を重ねた結果、平成 29年 10月 1日に自然科

学系附置 RI センターを共用設備基盤センターに統合することで、全学的 RI 施設連携が強化され安定的

一元的管理体制が構築された。 

  

１１--３３..  組組  織織  

共用設備基盤センター長  末吉 邦 

副センター長  竹林浩秀       機器分析部門長  大島勇人 

     設備戦略企画室長  山田寛喜    放射性同位元素部門長  伊藤紀美子 
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１１--４４..  委委員員会会  

各各種種委委員員会会のの紹紹介介  

○共用設備基盤センター運営委員会 

新潟大学における設備マスタープランを立案し，設備・機器等の共用化を促進するとともに，大型分

析機器や放射性同位元素等を利用する施設・設備の管理や教育研究等を推進する共用設備基盤センター

の運営に関する重要事項を審議するもの。 

 

 

○研究設備全学共用化推進専門委員会 

研究設備の共用を推進するため，本学の各部局の研究設備の専門家で構成した専門事項を調査審議さ

せるための専門委員会。 

 

 

○先端共用委員会 

文部科学省の先端研究基盤共用促進事業（新たな共用システム導入支援プログラム）に採択された各

共用ユニットにオンライン予約システムや利用料金算定基準など管理・運用に関するノウハウの提供や

各ユニット間の情報共有や他大学・県内企業等への水平展開等の施策の検討を行うための専門委員会。 

 

 

○共用設備基盤センター放射性同位元素部門旭町 RI施設 放射性同位元素管理委員会 

新潟大学研究推進機構共用設備基盤センター放射性同位元素部門旭町 RI施設における放射線障害予

防規程に基づき，放射線障害の防止等の安全管理に関し必要な事項について審議するもの。 

 

 

○共用設備基盤センター放射性同位元素部門五十嵐 RI施設 放射性同位元素管理委員会 

新潟大学研究推進機構共用設備基盤センター放射性同位元素部門五十嵐 RI施設における放射線障害

予防規程に基づき，放射線障害の防止等の安全管理に関し必要な事項について審議するもの。 
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各各種種委委員員のの名名簿簿（（令令和和 44年年 33 月月 3311 日日現現在在））  

○○  共共用用設設備備基基盤盤セセンンタターー運運営営委委員員会会  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 センター長 教 授 末吉 邦 

第２号 

設備戦略企画室長 教 授 山田 寛喜 

機器分析部門長 教 授 大島 勇人 

放射性同位元素部門長 教 授 伊藤 紀美子 

第３号 
機器分析部門副部門長 准教授 古川 貢 

放射性同位元素部門副部門長 教 授 佐藤 英世 

第４号 共用設備基盤センター専任教員 

准教授 古川 貢 

准教授 泉川 卓司 

助 教 後藤 淳 

助 教 平口 和彦 

第５号 人文社会・教育科学系(教育学部) 准教授 五十嵐 智志 

第６号 

自然科学系（理学部） 准教授 後藤 真一 

自然科学系（工学部） 教 授 児玉 竜也 

自然科学系（農学部） 教 授 佐藤 努 

第７号 

医歯学系（医学部医学科） 教 授 竹林 浩秀 

医歯学系（医学部保健学科） 助 教 近藤 達也 

医歯学系（歯学部） 教 授 寺尾 豊 

第８号 
脳研究所 教 授 池内 健 

災害・復興科学研究所 准教授 渡部 直喜 

第９号 医歯学総合病院 教 授 石川 浩志 

第１０号 
保健管理・環境安全本部 

環境安全推進室長 
教 授 木村 勇雄 

第１１号 
保健管理・環境安全本部 

保健管理センター所長 
教 授 黒田 毅 

第１２号 
その他センター長が 

必要と認めた者 
特任専門職員 阿部 優子 
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医歯学系（医学部医学科） 教 授 竹林 浩秀 

医歯学系（医学部保健学科） 助 教 近藤 達也 

医歯学系（歯学部） 教 授 寺尾 豊 

第８号 
脳研究所 教 授 池内 健 

災害・復興科学研究所 准教授 渡部 直喜 

第９号 医歯学総合病院 教 授 石川 浩志 

第１０号 
保健管理・環境安全本部 

環境安全推進室長 
教 授 木村 勇雄 

第１１号 
保健管理・環境安全本部 

保健管理センター所長 
教 授 黒田 毅 

第１２号 
その他センター長が 

必要と認めた者 
特任専門職員 阿部 優子 

- 5 - 
 

○○  研研究究設設備備全全学学共共用用化化推推進進専専門門委委員員会会  

 

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 

設備戦略企画室長 教 授 山田 寛喜 

設備戦略企画室 特任専門職員 阿部 優子 

第２号 機器分析部門長 教 授 大島 勇人 

第３号 
共用設備基盤センター 

専任教員（機器分析部門担当） 
准教授 古川 貢 

第４号 

自然科学系（理学部） 准教授 高橋 俊郎 

自然科学系（工学部） 教 授 馬場 暁 

自然科学系（農学部） 教 授 伊藤 紀美子 

第５号 

医歯学系（医学部医学科） 教 授 松本 壮吉 

医歯学系（医学部保健学科） 助 教 近藤 達也 

医歯学系（歯学部） 教 授 寺尾 豊 

第６号 

脳研究所 准教授 宮下 哲典 

災害・復興科学研究所 准教授 渡部 直喜 
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○○  先先端端共共用用委委員員会会  

  

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 
共用設備基盤センター 

設備戦略企画室長 
教 授 山田 寛喜 

第２号 

オミックス共用ユニット長 
（脳研究所） 

教 授 池内 健 

マテリアルサイエンス共用ユニット長 

（自然科学系（理学部）） 
教 授 小西 博巳 

ケミカルバイオロジー共用ユニット長 

（自然科学系（農学部）） 
教 授 伊藤 紀美子 

第３号 

オミックス共用ユニット 
（脳研究所） 

准教授 宮下 哲典 

オミックス共用ユニット 
（脳研究所） 

特任助教 原 範和 

オミックス共用ユニット 
（医歯学系（院医歯（医））） 

教 授 竹林 浩秀 

オミックス共用ユニット 
（医歯学系（院医歯（医））） 

教 授 松本 壮吉 

オミックス共用ユニット 
（医歯学系（院医歯（医））） 

教 授 松本 雅記 

オミックス共用ユニット 
（医歯学系（院医歯（医））） 

技術職員 小林 大記 

マテリアルサイエンス共用ユニット 

（自然科学系（理学部）） 
教 授 梅林 泰宏 

ケミカルバイオロジー共用ユニット 

（自然科学系（農学部）） 
教 授 佐藤 努 

ケミカルバイオロジー共用ユニット 

（自然科学系（農学部）） 
助 教 金古 堅太郎 

ケミカルバイオロジー共用ユニット 

（農学部） 
技術職員 中島 真美 

共用設備基盤センター 
機器分析部門長 

教 授 大島 勇人 

共用設備基盤センター 
専任教員（機器分析部門担当） 

准教授 古川 貢 

共用設備基盤センター 
特任教員（機器分析部門担当） 

特任助教 周 麗 

共用設備基盤センター 
特任専門職員 

特任専門職員 村田 友輝 
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○○  先先端端共共用用委委員員会会  

  

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 
共用設備基盤センター 

設備戦略企画室長 
教 授 山田 寛喜 

第２号 

オミックス共用ユニット長 
（脳研究所） 

教 授 池内 健 

マテリアルサイエンス共用ユニット長 

（自然科学系（理学部）） 
教 授 小西 博巳 

ケミカルバイオロジー共用ユニット長 

（自然科学系（農学部）） 
教 授 伊藤 紀美子 

第３号 

オミックス共用ユニット 
（脳研究所） 

准教授 宮下 哲典 

オミックス共用ユニット 
（脳研究所） 

特任助教 原 範和 

オミックス共用ユニット 
（医歯学系（院医歯（医））） 

教 授 竹林 浩秀 

オミックス共用ユニット 
（医歯学系（院医歯（医））） 

教 授 松本 壮吉 

オミックス共用ユニット 
（医歯学系（院医歯（医））） 

教 授 松本 雅記 

オミックス共用ユニット 
（医歯学系（院医歯（医））） 

技術職員 小林 大記 

マテリアルサイエンス共用ユニット 

（自然科学系（理学部）） 
教 授 梅林 泰宏 

ケミカルバイオロジー共用ユニット 

（自然科学系（農学部）） 
教 授 佐藤 努 

ケミカルバイオロジー共用ユニット 

（自然科学系（農学部）） 
助 教 金古 堅太郎 

ケミカルバイオロジー共用ユニット 

（農学部） 
技術職員 中島 真美 

共用設備基盤センター 
機器分析部門長 

教 授 大島 勇人 

共用設備基盤センター 
専任教員（機器分析部門担当） 

准教授 古川 貢 

共用設備基盤センター 
特任教員（機器分析部門担当） 

特任助教 周 麗 

共用設備基盤センター 
特任専門職員 

特任専門職員 村田 友輝 
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○○  共共用用設設備備基基盤盤セセンンタターー放放射射性性同同位位元元素素部部門門旭旭町町 RRII施施設設放放射射性性同同位位元元素素管管理理委委員員会会  

 

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 放射性同位元素部門長 教 授 伊藤 紀美子 

第２号 放射性同位元素部門副部門長 教 授 佐藤 英世 

第３号 放射性同位元素部門専任教員 

准教授 泉川 卓司 

助 教 後藤 淳 

助 教 平口 和彦 

第４号 

理学部 准教授 大坪 隆 

医学部医学科 教 授  成田 一衛 

医学部保健学科 准教授 早川 岳英 

歯学部 准教授 天谷 吉宏 

工学部 准教授 狩野 直樹 

農学部 助 教 上田 大次郎 

大学院自然科学研究科 教 授 伊藤 紀美子 

脳研究所 助 教  中村 ゆきみ 

医歯学総合病院 
副診療放射線 

技師長 
 羽田野 政義 

危機管理本部環境安全推進室     

第５号 
放射性同位元素部門放射線取扱

主任者 
准教授 泉川 卓司 

第６号 
その他委員会が安全管理を円滑

に行うために必要と認めた者     
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○○  共共用用設設備備基基盤盤セセンンタターー放放射射性性同同位位元元素素部部門門五五十十嵐嵐 RRII 施施設設放放射射性性同同位位元元素素管管理理委委員員会会  

 

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 放射性同位元素部門長 教 授 伊藤 紀美子 

第２号 放射性同位元素部門副部門長 教 授 佐藤 英世 

第３号 放射性同位元素部門専任教員 

准教授 泉川 卓司 

助 教 後藤 淳 

助 教 平口 和彦 

第４号 

五十嵐 RI施設の主任者 准教授 大坪 隆 

五十嵐 RI施設の主任者の代理者 技術専門職員 小高 広太郎 

第５号 

理学部の取扱責任者 准教授 大坪 隆 

工学部の取扱責任者 准教授 狩野 直樹 

農学部の取扱責任者 教 授 大竹 憲邦 

大学院自然科学研究科の 

取扱責任者 
教 授 佐藤 努 

第６号 安全管理者 技術専門職員 小高 広太郎 

第７号 その他委員長が必要と認めた者     
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○○  共共用用設設備備基基盤盤セセンンタターー放放射射性性同同位位元元素素部部門門五五十十嵐嵐 RRII 施施設設放放射射性性同同位位元元素素管管理理委委員員会会  

 

委員区分 所  属 等 職 名 氏 名 

第１号 放射性同位元素部門長 教 授 伊藤 紀美子 

第２号 放射性同位元素部門副部門長 教 授 佐藤 英世 

第３号 放射性同位元素部門専任教員 

准教授 泉川 卓司 

助 教 後藤 淳 

助 教 平口 和彦 

第４号 

五十嵐 RI施設の主任者 准教授 大坪 隆 

五十嵐 RI施設の主任者の代理者 技術専門職員 小高 広太郎 

第５号 

理学部の取扱責任者 准教授 大坪 隆 

工学部の取扱責任者 准教授 狩野 直樹 

農学部の取扱責任者 教 授 大竹 憲邦 

大学院自然科学研究科の 

取扱責任者 
教 授 佐藤 努 

第６号 安全管理者 技術専門職員 小高 広太郎 

第７号 その他委員長が必要と認めた者     
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２２..  セセンンタターー事事業業報報告告  
  

２２--１１..  セセンンタターー事事業業日日誌誌  
  

年 月 日 事 業 内 容 

2021年 

7月 27日 

 

第１５回共用設備基盤センター運営委員会 

10月 5日 第９回先端共用委員会 

10月 13日 第２０回研究設備全学共用化推進専門委員会 

10月 25日 第４回共用設備基盤センターシンポジウム 

～福島原発事故から 10年・先端研究設備による生命科学研究～ 

2022年 

2月 7日、14日 

 

知りたいことだけ！サクッと共用設備・知財セミナー 

（研究企画室・地域創生推進機構産学連携部門との共同開催） 

3月 7日、14日 知りたいことだけ！サクッと共用設備セミナー 

（研究企画室との共同開催） 

3月 22日 第８回共用設備基盤センター放射性同位元素部門旭町 RI施設放射性同位元

素管理委員会 

第８回共用設備基盤センター放射性同位元素部門五十嵐 RI施設放射性同位

元素管理委員会 

3月 25日 第１６回共用設備基盤センター運営委員会 
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２２--２２..  シシンンポポジジウウムム報報告告  
 2021 年 10月 25日（月）13時より「第４回 共用設備基盤センター（CCRF）シンポジウム～福島原

発事故から 10年・先端研究設備による生命科学研究～」をオンラインにて開催した。今回のシンポジ

ウムでは、放射性関連では福島原発事故から 10年をテーマとして、また、機器分析関連では先端研究

設備による生命科学研究について、４名の講師（学外２名、学内２名）を招き、それぞれの研究成果等

を紹介いただいた。当日のプログラムを以下に示す。 

 

 

第第４４回回  共共用用設設備備基基盤盤セセンンタターーシシンンポポジジウウムム  ププロロググララムム  

 

開会挨拶  末吉 邦 (新潟大学 理事／CCRF センター長) 

 

「CCRF の紹介」 13：05 ～ 13：30 

泉川卓司 (新潟大学 CCRF 放射性同位元素部門 准教授) 

古川貢  (新潟大学 CCRF 機器分析部門 准教授) 

阿部優子 (新潟大学 CCRF 設備戦略企画室 事務補佐員) 

 

 

講演１．13：30 ～ 14：30  (座長 伊藤紀美子 自然科学研究科教授、放射性同位元素部門長) 

山山下下  俊俊一一  先先生生  （（量量子子科科学学技技術術研研究究開開発発機機構構  放放射射線線医医学学研研究究所所  所所長長））    

「「福福島島原原発発事事故故かからら１１００年年；；  そそのの最最前前線線かからら後後方方支支援援ままでで」」    

福島県では、原発事故後の復興の流れから新しい地方創生への歩みを確実に進めている。しかし、福

島原発事故の危機的状況を脱した後の環境汚染は、現存被ばく状況と定義され、事故前の普段の生活

環境より少し高めの被ばく線量率が懸念される。この健康リスクという視点からは、コロナ災禍後の

アフターコロナ、ウィズコロナと呼ばれる状況と酷似する。そこで、この節目に原子力災害医療の課

題と医療人が果たすべき役割についてお話しいただいた。 

 

講演２．14:40 ～ 15:10  (座長 泉川卓司 放射性同位元素部門准教授) 

内内藤藤  眞眞  先先生生  （（新新潟潟大大学学名名誉誉教教授授（（医医歯歯学学総総合合研研究究科科））、、新新潟潟医医療療セセンンタターー病病理理部部長長））    

「「福福島島原原発発事事故故かからら１１００年年；；  ここれれままででのの支支援援活活動動とと未未来来」」    

新潟大学アイソトープセンターを中核とするグループは福島原発事故直後から環境汚染の実態把握の

ため南相馬市を中心に放射線量を測定し、線量率マップを公表してきた。放射能の低減により放射能

測定活動はほぼ役割を終えたが、今後の被災地の再生・復興には教育が重要と考え、本学の各分野の

教官有志が南相馬市の小中学校で授業を開始した。大震災１０年の節目にこれまでの活動を振り返

り、これからの支援活動のありかたについてお話しいただいた。 
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２２--２２..  シシンンポポジジウウムム報報告告  
 2021 年 10月 25日（月）13時より「第４回 共用設備基盤センター（CCRF）シンポジウム～福島原

発事故から 10年・先端研究設備による生命科学研究～」をオンラインにて開催した。今回のシンポジ

ウムでは、放射性関連では福島原発事故から 10年をテーマとして、また、機器分析関連では先端研究

設備による生命科学研究について、４名の講師（学外２名、学内２名）を招き、それぞれの研究成果等

を紹介いただいた。当日のプログラムを以下に示す。 

 

 

第第４４回回  共共用用設設備備基基盤盤セセンンタターーシシンンポポジジウウムム  ププロロググララムム  

 

開会挨拶  末吉 邦 (新潟大学 理事／CCRF センター長) 

 

「CCRF の紹介」 13：05 ～ 13：30 

泉川卓司 (新潟大学 CCRF 放射性同位元素部門 准教授) 

古川貢  (新潟大学 CCRF 機器分析部門 准教授) 

阿部優子 (新潟大学 CCRF 設備戦略企画室 事務補佐員) 

 

 

講演１．13：30 ～ 14：30  (座長 伊藤紀美子 自然科学研究科教授、放射性同位元素部門長) 

山山下下  俊俊一一  先先生生  （（量量子子科科学学技技術術研研究究開開発発機機構構  放放射射線線医医学学研研究究所所  所所長長））    

「「福福島島原原発発事事故故かからら１１００年年；；  そそのの最最前前線線かからら後後方方支支援援ままでで」」    

福島県では、原発事故後の復興の流れから新しい地方創生への歩みを確実に進めている。しかし、福

島原発事故の危機的状況を脱した後の環境汚染は、現存被ばく状況と定義され、事故前の普段の生活

環境より少し高めの被ばく線量率が懸念される。この健康リスクという視点からは、コロナ災禍後の

アフターコロナ、ウィズコロナと呼ばれる状況と酷似する。そこで、この節目に原子力災害医療の課

題と医療人が果たすべき役割についてお話しいただいた。 

 

講演２．14:40 ～ 15:10  (座長 泉川卓司 放射性同位元素部門准教授) 

内内藤藤  眞眞  先先生生  （（新新潟潟大大学学名名誉誉教教授授（（医医歯歯学学総総合合研研究究科科））、、新新潟潟医医療療セセンンタターー病病理理部部長長））    

「「福福島島原原発発事事故故かからら１１００年年；；  ここれれままででのの支支援援活活動動とと未未来来」」    

新潟大学アイソトープセンターを中核とするグループは福島原発事故直後から環境汚染の実態把握の

ため南相馬市を中心に放射線量を測定し、線量率マップを公表してきた。放射能の低減により放射能

測定活動はほぼ役割を終えたが、今後の被災地の再生・復興には教育が重要と考え、本学の各分野の

教官有志が南相馬市の小中学校で授業を開始した。大震災１０年の節目にこれまでの活動を振り返

り、これからの支援活動のありかたについてお話しいただいた。 
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講演３．15：20 ～ 16：20  (座長 古川貢 機器分析部門准教授) 

金金折折  賢賢二二  先先生生  ((京京都都工工芸芸繊繊維維大大学学  工工芸芸科科学学部部  物物質質・・材材料料科科学学域域  准准教教授授))    

「「ＮＮＭＭＲＲ分分光光法法をを用用いいたた生生体体関関連連分分子子おおよよびび高高分分子子材材料料のの研研究究」」    

NMR は有機合成化学の化合物同定に必要不可欠な測定機器であるが、さまざまな測定プローブ、付属

機器を組み合わせると、生体関連化学、高分子化学、材料科学の広い分野の問題解決に利用すること

ができる。講演では、共同利用の NMR を用いた、タンパク質、核酸などの動的構造の解析や、微量測

定プローブを用いた光照射反応の生成物解析、高分子フィルムの固体 NMR測定、さらに、高圧力（～

250 MPa）印加状態での NMR スペクトル測定などについて紹介していただいた。 

 

講演４．16：30 ～ 17：00 （座長 大島勇人 医歯学総合研究科教授、機器分析部門長） 

高高田田  尚尚良良  先先生生  （（新新潟潟大大学学  医医歯歯学学総総合合研研究究科科  分分子子細細胞胞病病理理学学分分野野  助助教教））    

「「造造血血器器悪悪性性腫腫瘍瘍ににおおけけるる宿宿主主免免疫疫回回避避機機構構とと治治療療標標的的のの開開発発」」    

悪性リンパ腫に代表される造血器悪性腫瘍には近年の抗体医薬をもってしても未だ治療抵抗性の患者

が存在し、これらの難治性の患者に対する治療法の開発が望まれている。講演者らはこの難治性機序

の一因として、腫瘍細胞が宿主免疫から回避するメカニズムに着目して研究を進めてきた。本シンポ

ジウムではこれまでの研究成果と現在取り組んでいる治療標的の開発について FACS機器の有用性も

含め紹介していただいた。 

 

閉会挨拶 竹林浩秀 (新潟大学 医歯学総合研究科 教授／CCRF 副センター長) 

 

          山下講師                  内藤講師 

 

 

          金折講師                  高田講師 
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今回のシンポジウムでは共用設備基盤センター、大学院医歯学総合研究科、医歯学総合病院、医学部

保健学科、理学部、農学部、学外からの参加者も含め、参加者は 58名であった。講演内容に対して参

加者からの活発な質疑応答があり、大変有意義な会となった。ご協力、ご参加頂いた皆様に心から感謝

申し上げます。 

 共用設備基盤センターシンポジウムで取り上げてほしいテーマがありましたら、共用設備基盤センタ

ー 設備戦略企画室（support_ccrf@cc.niigata-u.ac.jp）までご連絡ください。 
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２２--３３..  新新規規設設備備導導入入報報告告  
  

「「770000MMHHzz 核核磁磁気気共共鳴鳴装装置置（（NNMMRR））」」のの紹紹介介  
（（BBrruukkeerr  AAVVAANNCCEE  NNEEOO  770000））  

 

共用設備基盤センター 技術専門職員 岩船 勝敏 

 

11））ははじじめめにに 

NMR 装置は、強い磁場の中に入れた物質の原子核の核スピンの共鳴現象を観測する。化学的環境の違い

により化学シフトが異なることから分子構造に関する様々な情報が得られる装置であり、有機化合物の

構造解析には非常に有用な装置である。本学では、平成 21 年に 2 台の核磁気共鳴(Nuclear Magnetic 

Resonance、 NMR)装置（Varian 社 400MHz、700MHz）が導入され、全学共用装置として運用されてきた。

上記の NMR装置は、年間 3000 件(平成 25年実績)利用される本学の基盤的設備である。特に、700MHz NMR

については、東日本において唯一の共用化された 700MHz NMR装置として利用されてきた。しかし、平成

26年に NMR装置メーカー(Varian社)が NMR事業撤退・メーカーサポート終了を表明したことにより、本

学の NMR 装置の安定運用が困難な状況になった。これを機に 2 台の全学共用 NMR 装置の更新を計画して

きた。平成 27年に 400MHz NMR装置の後継装置として Bruker AVANCE Ⅲ HD 400 NanoBay を導入した。

その後、700MHz NMRの更新を検討してきたものの、高額設備となることからも更新する機会に恵まれて

こなかった。平成 30年度の設備マスタープランアンケート調査において、研究者からの導入要望 1位を

獲得したことからも、本学における重要性を示す結果となり、令和 4年 1月に Bruker社 AVANCE NEO 700

に更新することができた。先にも述べた通り 700MHz NMR装置をフルセットで導入すると高額になるため、

現存設備の超電導マグネットを流用することで予算を抑えつつ、妥協することのない仕様として導入を

実現した。次の章では導入された NMR 装置の仕様などについて言及する。 

 

22））NNMMRR装装置置のの仕仕様様  

新たな 700MHz NMR装置(AVANCE NEO 700)は、五十嵐キャンパスの物質

生産棟 105室に設置された。(図１)従来の設備(Varian NMR System 700)

の超電導マグネットを流用したため、超電導マグネットには「VARIAN」

と記載されている。今回更新した装置群は下記の通りである。  

 

分光計 １台 

プローブ ２本 

溶液用サンプルチェンジャー １式 

データ測定・処理システム １式 

エアーコンプレッサー １式 

温度コントローラー １式 
図図 11..  AAVVAANNCCEE  NNEEOO  770000 のの装装置置のの外外観観  

－ 13 －
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また、基本的な仕様を表１にまとめた。 

 

33））特特徴徴  

高高周周波波((770000MMHHzz))測測定定：NMR 測定では、磁場中に置か

れた試料にラジオ波を照射し、その応答を観測してい

る。汎用的な NMR装置では、400MHzのラジオ波を使用

するが、本装置では、より高エネルギーの 700MHzのラ

ジオ波を使用することで、より高分解能なスペクトル

を得ることができる。(図 2) 

  

  

超超高高感感度度ププロローーブブ：超高感度プローブ(5 ㎜ BBO 

Prodigy)は信号検出コイルを液体窒素で冷却すること

で高感度測定を実現している。特に 1H NMRの感度 

(※1S/N 比)は≧2600:1(※2 0.1％EB 1Scan)である。 

この数値は、標準プローブ(表 1 のプローブ②)の値(≧450:1)の 5 倍

以上であり、極めて高感度測定が実現されており、13C NMR のような微

弱信号も高感度測定が可能である。(図 3) 一般的な超高感度プロー

ブでは、液体ヘリウムで信号検出コイルを冷却する必要があり、高額

な維持費用が必要となる。本プローブでは液体窒素を使用することで

省電力化、オーバーホール間隔の長期化を実現しており、ランニング

コストを抑えつつ高感度測定を可能としている。本プローブにより、

生体高分子のような低濃度サンプルの測定が可能となる他、13C NMRや

二次元 NMR 測定のような長時間測定を効率的に実行できる。  

オオーートトササンンププララーー：サンプルチューブを最大 24 本までセットでき

るオートサンプルチェンジャーを導入した。サンプルチェンジャーにセットされた試料の自動測定が可

能となる。つまり、メンテナンス時間を除く深夜・休日時間をマシンタイムとして活用できるようにな

分光計 
AVANCE  NEO 700 

Onebay 

プローブ① 
超高感度プローブ 5mm 

BBO Prodigy 

核種(校正済み) 
1H、13C、11B、15N、19F、27Al、
29Si、31P 

勾配磁場強度 50 G/cm 

測定温度範囲 -40 ℃ ～ +80 ℃ 

冷媒 液体窒素 

感度(※1S/N比) ≧ 2600:1( ※ 20.1 ％ EB 

1Scan) 

プローブ② 
標準プローブ 5mm BBO 

H&F 

核種(校正済み) 1H、13C、11B、15N、19F、31P 

勾配磁場強度 50 G/cm 

測定温度範囲 -40 ℃ ～ +150 ℃ 

冷媒 必要なし 

感度(※1S/N比) 
≧ 450:1( ※ 20.1 ％ EB 

1Scan) 

オートサンプラー 
最大サンプルセット数

24  

温度コントローラー -40℃～室温 

表表 11..    AAVVAANNCCEE  NNEEOO  770000 のの主主なな仕仕様様  

図図２２．．440000MMHHzz とと 770000MMHHzz のの 11HH  NNMMRR ススペペククトト
ルル（（SSuuccrroossee のの重重水水溶溶液液ににおおいいてて 11HH  NNMMRR 測測定定
のの 1166 回回ススキキャャンン))    

図図３３．．標標準準ププロローーブブとと超超高高感感度度
ププロローーブブにによよるる 1133CC  NNMMRR ススペペクク
トトルル（（EEtthhyyllbbeennzzeennee のの 1100％％重重
ククロロロロホホルルムム溶溶液液ににおおいいてて 1133CC  
NNMMRR 測測定定のの 11 回回ススキキャャンン））  

超高感度 

標準 

13C NMR 

700MH
 

400MHz 
1H NMR 

700MHz 

3.6 3.4 3.8 4.0 [ppm] 

28.99 29.00 29.01 [ppm] 
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る。今までの装置では、数時間かかるような長時間測定については、他の利用者の妨げにならないように

深夜に限って運用していた。オートサンプラー導入により、長時間測定であっても時間を気にすること無

く実行できる運用とする。 

温温度度ココンントトロローーララーー：電気式温度可変装置 BCU Ⅱを導入している。BCU Ⅱは液体窒素を用いずに室温

から －40℃近くまでの低温測定を可能にする。また室温から－40℃付近までの実験において、サンプル

温度を 0.01℃の精度で安定したコントロールを実現する。 

※1 Signalと Noiseの比

※2 エチルベンゼンの 0.1％重クロロホルム溶液において 1H NMR 測定の 1回スキャン

44））利利用用にに関関すするる注注意意

新システムに更新され、運用方法も既存の 400MHz NMR とは異なる。前節で記載したように、オートサン

プラーの導入に伴い OFaRS によるマシンタイム予約という運用ではなく、自動測定により運用してい

る。また、マシンタイムを有効活用できるため、長時間測定(3時間以上)も可とした。超高感度プロー

ブへ液体窒素の充填(1回/週、木曜日)、超電導マグネットへのヘリウム充填(4 回/年)が必要で、定期メ

ンテナンス時間として自動測定を停止させるのでご理解いただきたい。 利用者はマシンタイムの予約

ではなくオートサンプラーへの試料セット、および、測定シーケンスセットが必要です。NMR装置の利用

には、利用者説明会を受講する必要があります。利用者説明会は、毎年度最初に開催される定期利用者

講習会、必要になった際に担当技術職員に依頼する随時利用者講習会を開催しております。詳細は担当

技術職員・岩船（iwafune@cc.niigata-u.ac.jp）までご連絡ください。 

55））最最後後にに

共用設備基盤センターは全学の研究支援を目的とする機関であり、今回導入された NMR 装置は全学共

同利用機器です。一人でも多くの研究者に利用いただく事がより良い研究環境の構築に繋がります。多く

のご利用をお待ち申し上げます。 

連連絡絡先先：岩船 勝敏（携帯電話 : 070-6993-0396、 email : iwafune@cc.niigata-u.ac.jp） 

－ 15 －
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３３..  活活動動報報告告  
  

３３--11..  設設備備戦戦略略企企画画室室  

 設備戦略企画室は、共用設備基盤センターが実施する研究設備全学共用化促進事業を円滑に進めるこ

とを目的として設置された部署である。本年度の主な活動を以下のとおり報告する。 

 

11））研研究究設設備備ママススタターーププラランンアアンンケケーートト  

 

 令和 3 年度 第 5 回の研究設備マスタープランアンケートを実施し、実施内容の概要と、施設・部局  

アンケート結果、要求設備のランキング（表 1）を共用設備基盤センターのホームページ 

（URL：https://www.irp.niigata-u.ac.jp/business/ccrf/ccrf-planning/cp-masterplan/）で公表した。 

 

表表 11．．令令和和 33年年度度  研研究究設設備備ママススタターーププラランン  施施設設･･部部局局アアンンケケーートト評評価価一一覧覧  
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アンケート結果、要求設備のランキング（表 1）を共用設備基盤センターのホームページ 

（URL：https://www.irp.niigata-u.ac.jp/business/ccrf/ccrf-planning/cp-masterplan/）で公表した。 

 

表表 11．．令令和和 33年年度度  研研究究設設備備ママススタターーププラランン  施施設設･･部部局局アアンンケケーートト評評価価一一覧覧  
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22））「「設設備備フファァンンドド」」をを活活用用ししたた研研究究設設備備のの導導入入  

平成 30 年度の設備マスタープランアンケート調査においてランキングが 1 位であった NMR を令和 4

年 2 月に導入した。この NMR 導入の際の費用は、全学の運営費交付金とともに研究者から出資者を募

り設備導入時の財源に充てる「設備ファンド」の制度を活用した。NMR 導入に係る詳細は、新規設備導

入報告(pp.13-15)を参照されたい。 

「設備ファンド」は、設備導入に多様な財源の活用を目的として R1 年度から導入した制度で、本 NMR 

装置の導入で２例目である。今後の設備導入の際には「設備ファンド」で確保した財源を設備の追加機能

（オプション）費用に充てることも今後見据え、設備拡充を目的として積極的に活用していきたいと考え

ている。 

 

33））新新潟潟研研究究基基盤盤ネネッットトワワーーククのの立立ちち上上げげ  

 研究設備整備は研究環境向上につながり極

めて重要である。大学財源に限りがあり、学内

での需要が高い設備、成果が期待できる設備

から優先的に整備することになる。つまり一

組織ですべての研究設備を整備するのは困難

である。そこで、近隣大学、新潟県公設試など

の設備を取り扱う組織と連携し、研究設備を

共用できる体制づくりが重要である。そこで、

新潟薬科大学、新潟工科大学、日本歯科大学新

潟生命歯学部、新潟県公設試と共に、「新潟研

究基盤ネットワーク(以下、新潟 NW)」を構築することとした。令和 4年 3月 29日(火)にキックオフミー

ティングを開催し、新潟 NWにおける設備のデータベース構築、設備に関わる技術者情報のデータベース

構築、技術者の技術向上を目的としたセミナー開催などの活動を行うことを確認した。 

  

44））設設備備 IIRRシシスステテムムのの導導入入  

 共用施設・設備の利用促進、および、マネジメントが共用設備基盤センターの大きなミッションであ

る。3）にて記載した通り、地域にて研究設備を共用促進すること、地域を見渡して研究設備の導入計画

を立案することが重要である。現在、研究者、および、施設・部局へのアンケート調査により、研究設備

の要望を取り纏めることで研究設備マスタープランを作成しており、利用者からの要望を基準にした研

究設備の導入計画といえる。第 4期中期目標・中期計画期間中に、現在の設備導入計画を高度化させ、大

学研究を活性化するために、設備より輩出された成果(論文、外部資金獲得状況など)を設備 IR情報とし

てデータベース化し、導入計画の判断材料の一つとすることを検討している。効率的に利用促進・設備導

入計画を同時に実現するために、R3 年度末に、第 4 期中期計画の前倒し事業の一つとして、新潟研究基

盤 IR システムを導入した。新潟研究基盤 IR システムは 2 つのシステム(①DB-Spiral（共用設備のデー

タベース）、②EquipmentDB(技術者情報，設備 IRデータベース))により構築されている。 

図図 11．．新新潟潟研研究究基基盤盤ネネッットトワワーークク  キキッッククオオフフミミーーテティィンンググ  
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新潟研究基盤 IRシステムを利用して、前項にも示した新潟研究基盤ネットワーク(以下、新潟 NW)におけ

るすべての共用設備をデータベースにより見える化し、共用促進するとともに、設備に関わる技術者も同

時に見える化し、相互リンクすることで、設備と技術者が紐づいたデータベースとした。(図 2) これに

より、設備に関する問い合わせ、利用方法のみならず、特殊測定の状況などを気軽に相談できる環境を構

築することで、地域共用設備の利用促進を実現した。さらに、設備の活用によるアウトプットをデータベ

ース化し、設備との紐づけを行うことで、設備の活用度、今後の活用状況、オプション利用状況などの設

備状況を数値化することが可能となる。DB-Spiralには、設備 IRのレポート作成 BIツールも導入されて

おり、データを見える化しつつ、設備マネジメントに生かしていくことが可能となる。(図 3)  R4年度

より、新潟 NWの設備、技術者情報を追加し、URAと協力しながら設備 IR情報を追加していき、設備整備

にデータを活用することで研究 DXを誘起する環境整備を進める。 

 

 

図図 22．．研研究究設設備備情情報報とと技技術術者者情情報報のの相相互互リリンンクク  

  

図図 33．．BBIIツツーールルをを使使用用ししたたレレポポーートトのの一一例例  
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55））オオンンラライインン予予約約シシスステテムム（（OOFFaaRRSS））ののシシスステテムム改改修修  

 オンライン予約システム(Open Facilities Reservation System, OFaRS)は、学内の共用機器をオンラ

イン予約でき、かつ機器の利用料金を自動集計できるシステムである。このシステムの前身である「分析

機器管理システム」を平成 21（2009）年に導入して以来、細かなシステム改修を行ってきたが、同様の

仕様を持ち合わせながら別システムとして稼働していた「小規模共用機器予約システム」と、本「オンラ

イン予約システム OFaRS」とを統合する大規模なシステム改修を本年度に行った。これにより、全 130種

の共用機器の予約管理・集計管理等が統一され、当センター内における業務の効率化、および、利用者に

とっては機器利用窓口の一本化が実現され、業務がスマート化されたシステムとなった。 

  

66））学学内内外外へへのの PPRRににつついいてて  

 共用設備基盤センター（以下、CCRF）の存在や、本学保有の共用研究設備や知識を広く学内外の方々に

知ってもらうため、以下の活動を行った。 

  

共共用用設設備備セセミミナナーーのの開開催催  

 研究企画室が主催している「知りたいことだ

け！サクッとセミナー」を活用し、昨年度に引き

続き CCRFの紹介や知的財産に関する情報の発信

など、本学内教職員を対象に以下に示す通り全

４回のセミナーを行った（ZOOM 開催）。（図 4） 

今後は「なるほど！研究支援セミナー」に名前を

変え独自開催し、共用設備基盤センターの利用

案内、および研究設備の概要や分析技術など、研

究者や学生にとって「なるほど！」な情報を継続

的に発信していくこととした。また、CCRF の学

内限定ページ(URL：ttps://www.irp.niigata-

u.ac.jp/business/ccrf/staff/seminar_archive/)に、アーカイブとして過去開催した動画を公開してい

るので、併せて活用されたい。 

 

【開催記録】 

 ・令和 4年 2月  7 日(月) 「“大学での秘密情報の取り扱い”をサクッと解説」 

 ・令和 4年 2月 14 日(月) 「知っておこう！研究活動と著作権の大事な関係」 

 ・令和 4年 3月  7日(月) 「サクッと共用設備セミナー －旭町ラボ編－」 

 ・令和 4年 3月 14 日(月) 「サクッと共用設備セミナー －五十嵐ラボ編－」 

  

  

図図 44．．ササククッッとと共共用用設設備備セセミミナナーー 
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デデジジタタルルササイイネネーージジのの設設置置  

 旭町ラボ・五十嵐ラボ、それぞれの建物内通路にデジタルサイネージを設置した。(図 5） 分析機器の

概要・分析例の紹介や、利用料金の案内、セミナー開催情報など、多くの教職員や学生にとって有益な情

報を発信している。 

 

図図 55．．五五十十嵐嵐ララボボ（（共共同同研研究究棟棟  環環境境エエネネルルギギーー系系 33階階））通通路路にに設設置置ののデデジジタタルルササイイネネーージジ  

  

  

パパンンフフレレッットト//研研究究設設備備利利用用料料金金表表（（学学外外利利用用者者向向けけ））のの作作成成  

 CCRF の存在を広く知ってもらうため、また、代表的な研究共用設備の紹介や、受託分析の利活用促進

を目的とし、CCRF機器分析部門のパンフレットと学外利用者向けの研究設備利用料金表を作成した。 

(図 6) 今後のシンポジウムなどで配布し積極的に広報活動を行っていくこととした。 

 
図図 66．．パパンンフフレレッットト((左左))  とと、、研研究究設設備備利利用用料料金金表表((右右))  
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CCCCRRFFロロゴゴママーーククのの策策定定おおよよびびロロゴゴスステテッッカカーーのの作作成成  

本学教職員及び学生を対象に CCRFのロゴマークデザインの公募を行い、令和 3年 9月にシンボルマー

ク、ロゴマークを策定した。このロゴマークを用いたステッカーを作成し、居室や五十嵐ラボのドア部分

に貼付した。(図 7) また、大判のステッカーも同時に作成しウインドウサインとして活用した。 

今後は増刷し、共用設備設置のラボなどに貼付しアピールすることとした。 

 

 

図図 77．．居居室室ドドアア部部分分にに貼貼付付ししたた CCCCRRFFスステテッッカカーー  
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３３--２２..  機機器器分分析析部部門門  

 

11))開開催催記記録録  

〇部門会議 

第 48 回 令和 3年 4 月 9 日(金) 【ZOOM】 第 54 回 令和 3年 10月 8 日(金) 【ZOOM】 

第 49 回 令和 3年 5 月 14 日(金) 【ZOOM】 第 55 回 令和 3年 11月 12日(金) 【ZOOM】 

第 50 回 令和 3年 6 月 11 日(金) 【ZOOM】 第 56 回 令和 3年 12月 10日(金) 【ZOOM】 

第 51 回 令和 3年 7 月 9 日(金) 【ZOOM】 第 57 回 令和 4年 1 月 14日(金) 【ZOOM】 

第 52 回 令和 3年 8 月 6 日(金) 【ZOOM】 第 58 回 令和 4年 2 月 10日(木) 【ZOOM】 

第 53 回 令和 3年 9 月 10 日(金) 【ZOOM】 第 59 回 令和 4年 3 月 10日(木) 【Teams】 

 

〇研究集会・展示会など 

・令和 3年 4 月 13日(水)～4 月 15日(木) 9：30～18：00 ZEISS LSM980超解像度顕微鏡デモ 

・令和 3年 4 月 19日(月)～4 月 26日(月) 9：30～18：00 Nikon＆Dragonfly 超解像度顕微鏡デモ 

・令和 3年 4 月 20日(火) 16：00～17：00 

「フローサイト パネルデザインのための基礎と Tips BD Harmony セミナー」 

・令和 3年 5 月 12日(水)～5 月 14日(金) 9：30～18：00 Olympus SpinSR10 超解像度顕微鏡デモ 

・令和 3年 10月 25日(月)【WEB】第 4回共用設備基盤センターシンポジウム 

・令和 4年 3 月 7 日(月)【WEB】知りたいことだけ！サクッと共用設備セミナー 旭町ラボ編 

・令和 4年 3 月 14日(月)【WEB】知りたいことだけ！サクッと共用設備セミナー 五十嵐ラボ編 

 

〇講義など 

 ・令和 3年 8 月 30日(月)～9月 3 日(金)  大型機器分析技術 

(小西博已，大島勇人，落合秋人，木村勇雄，梅林泰宏) 

 

〇共用機器利用者講習会 

設備名 開催時期 開催数 講師 受講者数 

D2 PHASER  
令和 3年 4月 12日(月) 

～ 4月 27日(火) 
32 回（1 時間/回） 岩船勝敏 64名  

AvanceⅢ HD 
400 NanoBay 

令和 3年 4月 9日(金) 
～ 4月 20日(火) 

15 回（1 時間/回） 岩船勝敏 54名  

AVANCE NEO 700 
令和 4年 2月 15日(火) 

～ 2月 21日(月) 
11 回（1 時間/回） 岩船勝敏 53名  

FACS Celesta 
令和 3年 6月 9日(水) 

～12月 7日(火) 
4 回（2時間/回） 周 麗 7名  

FACS AriaⅢ 
令和 3年 5月 27日(木) 

～令和 4 年 3月 16 日(水) 
12 回（3 時間/回） 周 麗 16名  
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設備名 開催時期 開催数 講師 受講者数 

D2 PHASER  
令和 3年 4月 12日(月) 

～ 4月 27日(火) 
32 回（1 時間/回） 岩船勝敏 64名  

AvanceⅢ HD 
400 NanoBay 

令和 3年 4月 9日(金) 
～ 4月 20日(火) 

15 回（1 時間/回） 岩船勝敏 54名  

AVANCE NEO 700 
令和 4年 2月 15日(火) 

～ 2月 21日(月) 
11 回（1 時間/回） 岩船勝敏 53名  

FACS Celesta 
令和 3年 6月 9日(水) 

～12月 7日(火) 
4 回（2時間/回） 周 麗 7名  

FACS AriaⅢ 
令和 3年 5月 27日(木) 

～令和 4 年 3月 16 日(水) 
12 回（3 時間/回） 周 麗 16 名  
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22))活活動動記記録録  

〇〇会会議議出出席席  

・令和 3年 6 月 16日(水)【WEB】新潟大学 第 1回 群大技術交流会 

・令和 3年 8 月 6 日(金)【WEB】新潟大学 第 9回新潟大学医学系基礎-臨床研究交流会 

・令和 4年 3 月 8 日(火)【WEB】長岡技大 第 4回技術交流会 

 

〇〇会会議議発発表表  

・令和 3年 7 月 25日(日)【WEB】尊義・貴州・新潟大学 

消化管癌及び消化管疾病国際シンポジウム 日中翻訳 

・令和 4年 3 月 8 日(火)【WEB】長岡技大 第 4回技術交流会 

               「新設オープン!! 共用設備基盤センター 旭町ラボ」  

 

〇〇シシンンポポジジウウムム、、セセミミナナーー  

（（学学外外開開催催））  

・令和 3年 4 月 14日(水)【WEB】メイワフォーシス オスミウムコーター 

・令和 3年 4 月 20日(火)【WEB】日本電子 蛍光Ｘ線と特性 X線の活用術 

～XRF・EPMA 見落としのない測定条件設定方法～ 

・令和 3年 4 月 22日(木)【WEB】東京工業大学 

オープンファシリティセンター&TCカレッジキックオフシンポジウム 

・令和 3年 5 月 12日(水)【WEB】設備 NW 走査型プローブ顕微鏡の原理と応用 

【WEB】メイワフォーシス 電子顕微鏡前処理装置 

「新型オスミウムコーティングシステム Tennant 20」 

                －仕様詳細編－（実機あり） 

・令和 3年 5 月 13日(木)【WEB】組織研究会 第 3回 webシンポジウム 

技術職員の新しい称号と職階－東工大の TCカレッジ制度から読み取る－ 

・令和 3年 5 月 19日(水)【WEB】ULVAC 真空ポンプの基礎講座 

             【WEB】ATEN 「中央監視の業務改善に！」 

・令和 3年 5 月 26日(水)【WEB】メイワフォーシス ダイヤモンドワイヤーソー使用事例紹介 

【WEB】東京大学・リガク産学連携室  Ⅹ線解析セミナー 

・令和 3年 5 月 28日(金)【WEB】設備 NW 第一回質量分析技術講習会 

・令和 3年 6 月 9 日(水)【WEB】Bruker   IconNMRユーザーのためのマニュアル測定 

・令和 3年 6 月 15日(火) 新潟県工業技術総合研究所 考古資料Ｘ線 CT測定 

・令和 3年 6 月 18日(金)【WEB】設備 NW 第２回質量分析技術研修会 

・令和 3年 6 月 29日(火) 新潟県工業技術総合研究所 考古資料Ｘ線 CT測定 

・令和 3年 7 月 8 日(木)【WEB】アルバック・ファイ 技術講演会 

・令和 3年 7 月 14日(水)【WEB】ULVAC 真空ポンプの基礎講座 追加公演 

・令和 3年 7 月 21日(水)【WEB】日本電子 オックスフォード・インストゥルメンツ  

SEM/EDS/WDS「ジョイントウェビナー」2021 (オンライン) 
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・令和 3年 7 月 21日(水)【WEB】設備 NW 第 3回質量分析技術研修会 

・令和 3年 8 月 4 日(水)【WEB】ヤマト科学株式会社/ATEN 

 分析機器を簡単に「リモート化」する方法 

・令和 3年 8 月 20日(金)【WEB】設備 NW 第３回 NMR構造解析講習会 

・令和 3年 8 月 25日(水)【WEB】ULVAC 油回転真空ポンプの日常点検講座 

【WEB】SCIEX ケミカルバイオロジー共用ユニット MSセミナー 

  ・令和 3年 8 月 26日(木)【WEB】ULVAC 油回転真空ポンプの日常点検講座セミナー 

【WEB】文部科学省 大学等における研究設備・機器の共用化のための 

     ガイドライン等の策定に関する検討会 

 ・令和 3年 8 月 27日(金)【WEB】設備 NW 分析装置初歩セミナー「SEMの原理、装置の構成等」  

・令和 3年 9 月 1 日(水)【WEB】設備 NW 令和 3年度第 4回質量分析技術研修会 

                    ～プロテオミクス前処理技術講習～ 

・令和 3年 9 月 3 日(金)【WEB】設備 NW 分析初歩セミナー 試料の前処理、観察の実演等 

【WEB】設備 NW 分析装置初歩セミナー「NMRの原理」  

・令和 3年 9 月 7 日(火)【WEB】日本電子 MALDI-TOFMS の解析法の実際 

・令和 3年 9 月 9 日(木)  日本電子  日本電子 MS（ケミカルバイオロジー共用ユニット）実地研修 

【WEB】金沢大学 

研究基盤統括本部シンポジウム 「研究支援人材の未来を考える」 

・令和 3年 9 月 9 日(木)～10日(金) 

【WEB】山口大学 令和 3年度 機器・分析技術研究会 in 山口宇部 

・令和 3年 9 月 15日(木)【WEB】ATEN ビデオマトリックススイッチャー 紹介ウェビナー 

【WEB】ULVAC リークディテクタの仕組み 

・令和 3年 9 月 13日(月)～17日(金)  

【WEB(動画視聴)】名古屋工業大学 2021年度ワークライフバランス研修 

「私たち皆が持つアンコンシャスバイアス（無意識の思い込み）を超えて」 

  ・令和 3年 9 月 17日(金)【WEB】設備 NW  分析装置初歩セミナー「質量分析の概要」 

              【WEB】設備 NW 分析装置初歩セミナー「NMRの測定方法」 

・令和 3年 9 月 17日(金)～18日(土) 

【WEB】第 46回 日本医用マススペクトル学会 

・令和 3年 9 月 21日(火)【WEB】日本電子 測定条件の設定でお悩みの方へ 

～目的に合った分析条件の提案をします～ 

・令和 3年 9 月 24日(金)【WEB】設備 NW 分析初歩セミナー 「マススペクトル解析の基礎」 

【WEB】設備 NW 分析装置初歩セミナー 「NMRスペクトルの見方」 

・令和 3年 9 月 30日(木)【WEB】日本電子 SurfaceFest2021「表面分析の多角的アプローチ」   

・令和 3年 10月 4 日(月)【WEB】日本電子  EPMA・表面分析ユーザーズミーティング 

・令和 3年 10月 5 日(火)【WEB】アドサイエンス SEMイメージングのための 

サンプル準備に関する実践的なアドバイス 

・令和 3年 10月 6 日(水)【WEB】Bruker  第 38回 NMRユーザーズミーティング 

・令和 3年 10月 7 日(木)【WEB】アドサイエンス 適切な金属コーティングの品質を達成する方法 
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・令和 3年 10月 7 日(木)【WEB】Bruker 「MALDI質量分析によるイメージング」 

・令和 3年 10月 14日(木）【WEB】Bruker 「MALDI質量分析による材料分析」 

・令和 3年 10月 15日(金)【WEB】令和 3年度 国立大学法人機器・分析センター協議会 

・令和 3年 10月 22日(金）【WEB】設備 NW  分析装置初歩セミナー「TEM入門」 

・令和 3年 10月 25日(月)【WEB】国立大学法人機器・分析センター協議会 文科省との対話集会 

〜策定が進んでいる共用化ガイドラインについて〜 

・令和 3年 10月 28日(木）【WEB】Bruker  ブルカーが提案する微生物菌種同定から汚染源特定まで 

・令和 3年 10月 29日(金）【WEB】東京工業大学  TCカレッジ令和３年度セミナー第１回講演会  

「NMR装置のトラブルシューティングと 応用技術開発」 

・令和 3年 11月 2 日(火)【WEB】日本電子「SEMとμフォーカス X線 CTを活用した 

3D構造評価のご紹介」 

・令和 3年 11月 5 日(金)【WEB】設備 NW  分析装置初歩セミナー「XRD基礎」 

【WEB】設備 NW 分析装置初歩セミナー「XRD薄膜測定基礎」   

・令和 3年 11月 6 日(土)【WEB】第 6回日本医用マススペクトル学会東部会 

・令和 3年 11月 8 日(月)【WEB】文部科学省 大学等における研究設備・機器の共用化のための    

ガイドライン等の策定に関する検討会（第 2回） 

・令和 3年 11月 12日(金）【WEB】設備 NW  分析装置初歩セミナー「FIB基礎」 

・令和 3年 11月 25日(木）【WEB】Bruker  TOPASオンライントレーニング「XRDの基礎」  

・令和 3年 11月 26日(金）【WEB】設備 NW 分析装置初歩セミナー「蛍光Ⅹ線分析基礎」 

                      【WEB】設備 NW 分析装置初歩セミナー「有機元素分析基礎」   

・令和 3年 11月 29日(月）【WEB】東京工業大学  TCカレッジ令和３年度セミナー第 2回講演会 

「超臨界流体抽出/超臨界流体クロマトグラフシステムの開発秘話とその未来」 

・令和 3年 12月 3 日(金）【WEB】ATEN  電源の ON/OFFも、リモート化する方法 

・令和 3年 12月 6 日(月)【WEB】国立大学法人機器・分析センター協議会  

令和３年度技術職員会議「技術職員のビジョン・ミッションと技術継承」 

・令和 3年 12月 16日(木）【WEB】日本電子  第 44回 MSユーザーズミーティング 

・令和 4年 1 月 14日(金)【WEB】日本電子  第 14回 TEMユーザーズミーティング 

・令和 4年 1 月 20日(木)【WEB】日本電子  第 48回分析機器 NMRユーザーズミーティング 

・令和 4年 1 月 20日(木) ～21 日(金) 

【WEB】高エネルギー加速器研究機構 

第 22回 令和 3年度 高エネルギー加速器研究機構技術職員シンポジウム 

・令和 4年 1 月 21日(金)【WEB】北海道大学 第 9回オープンファシリティシンポジウム 

・令和 4年 1 月 26日(水)【WEB】文部科学省 令和 3年度先端研究基盤共用促進事業シンポジウム 

・令和 4年 1 月 27日(木)【WEB】文部科学省 第 1回研究基盤協議会シンポジウム 

・令和 4年 1 月 28日(金)【WEB】第 2回研究基盤イノベーション分科会シンポジウム 

・令和 4年 2 月 4 日(金)【WEB】東海国立大学機構  統括技術センター 

質量分析装置に関する高度技術職員セミナー 

・令和 4年 2 月 16日(水)【WEB】日本顕微鏡学会  2021電顕チュートリアル 
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・令和 4年 2 月 18日(金)【WEB】JST-CRDS/IRIS共催シンポジウム＠JASIS WebExpo 

           「これからの先端研究機器 －新たな機器開発エコシステム形成へ向けて－」 

・令和 4年 3 月 3 日(木)～ 4 日(金) 

【WEB】東工大 実験実習技術研究会 2022 

・令和 4年 3 月 23日(水)【WEB】ULVAC  油回転真空ポンプ日常点検講座その２ 

 
（（学学内内開開催催））  

・令和 3年 4 月 21日(水)【WEB】新潟大学 第１回「産学連携・契約基礎」 

・令和 3年 5 月 27日(木)【WEB】新潟大学 第 10回 U-goサロン 

「新潟フィールド・オブ・ドリームズ」 

・令和 3年 6 月 1 日(火) ～ 6 月 30日(水) 

【e-Learning】新潟大学 環境安全講習 

・令和 3年 7 月 30日(金)【WEB】新潟大学 第 11回 U-goサロン「ELSI(エルシー)いるしー♪」 

・令和 3年 9 月 1 日(水)【WEB】新潟大学 MALDI-TOF MS 講義 

・令和 3年 10月 8 日(金)～11月 5 日(金) 

【e-learning】新潟大学 令和 3年度 高圧ガスボンベ安全管理講習会 

・令和 3年 10月 11日(月)【WEB】新潟大学 令和 3年度 研究倫理セミナー 

・令和 3年 10月 15日(金)【WEB】新潟大学 クラウドファンディング実施に伴う説明会 

・令和 3年 10月 20日(水)【WEB】新潟大学 令和 3年度 個人情報保護に関する教育研修会 

・令和 3年 10月 29日(金)【WEB】新潟大学 第 12回 U-goサロン「味わう学問 アラカルト」 

・令和 3年 12月 9 日(木）【WEB】新潟大学  シラバス作成ガイドライン説明会 

・令和 4年 2 月 7 日(月)【WEB】新潟大学  知りたいことだけサクッとセミナー秘密情報編 

・令和 4年 2 月 14日(月)【WEB】新潟大学  知りたいことだけサクッとセミナー著作権編 

・令和 4年 3 月 3 日(木)【WEB】新潟大学 令和 3年度第 6回日本酒学セミナー 

・令和 4年 3 月 9 日(水)【WEB】新潟大学 令和 3年度教室系技術職員研修(講演会・技術発表会) 

・令和 4年 3 月 24日(木)【WEB】新潟大学 知の広場サイエンスセミナー 

・令和 4年 2 月 21日(月)～3 月 31日(木) 

【e-learning】新潟大学  情報セキュリティ講習 
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・令和 3年 5 月 27日(木)【WEB】新潟大学 第 10回 U-goサロン 

「新潟フィールド・オブ・ドリームズ」 

・令和 3年 6 月 1 日(火) ～ 6 月 30日(水) 

【e-Learning】新潟大学 環境安全講習 

・令和 3年 7 月 30日(金)【WEB】新潟大学 第 11回 U-goサロン「ELSI(エルシー)いるしー♪」 

・令和 3年 9 月 1 日(水)【WEB】新潟大学 MALDI-TOF MS 講義 

・令和 3年 10月 8 日(金)～11月 5 日(金) 

【e-learning】新潟大学 令和 3年度 高圧ガスボンベ安全管理講習会 

・令和 3年 10月 11日(月)【WEB】新潟大学 令和 3年度 研究倫理セミナー 

・令和 3年 10月 15日(金)【WEB】新潟大学 クラウドファンディング実施に伴う説明会 

・令和 3年 10月 20日(水)【WEB】新潟大学 令和 3年度 個人情報保護に関する教育研修会 

・令和 3年 10月 29日(金)【WEB】新潟大学 第 12回 U-goサロン「味わう学問 アラカルト」 

・令和 3年 12月 9 日(木）【WEB】新潟大学  シラバス作成ガイドライン説明会 

・令和 4年 2 月 7 日(月)【WEB】新潟大学  知りたいことだけサクッとセミナー秘密情報編 

・令和 4年 2 月 14日(月)【WEB】新潟大学  知りたいことだけサクッとセミナー著作権編 

・令和 4年 3 月 3 日(木)【WEB】新潟大学 令和 3年度第 6回日本酒学セミナー 

・令和 4年 3 月 9 日(水)【WEB】新潟大学 令和 3年度教室系技術職員研修(講演会・技術発表会) 

・令和 4年 3 月 24日(木)【WEB】新潟大学 知の広場サイエンスセミナー 

・令和 4年 2 月 21日(月)～3 月 31日(木) 

【e-learning】新潟大学  情報セキュリティ講習 
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33))機機器器利利用用状状況況  

機器 

2021年 4月－2022年 3月 

延べ使用人数 

(人) 

延べ使用時間 

(時間) 

*1 分析相談件数 

(件) 

*2 依頼分析件数 

(件) 

XRD 
D2 PHASER 350 651 1(0) 0(0) 

XtaLAB-mini 35 375 0(0) 0(0) 

NMR 

400-MR  3344 1006 0(0) 0(0) 

Avance III HD 
400 NanoBay 

4544 1745 1(0) 4(4) 

*3 NMR System 
700 

0 0 0(0) 0(0) 

*4 AVANCE 
NEO 700 

12 18 0(0) 0(0) 

XPS Quantum 2000 58 1236 3(0) 0(0) 

質量分析装置 

LTQ Orbitrap 
XL 

3 27 0(0) 0(0) 

ITQ700 20 69 0(0) 0(0) 

Exactive 164 235 2(0) 1(1) 

Autoflex III 22 26 1(0) 0(0) 

元素分析装置 JM10 7 36 3(0) 7(0) 

赤外分光光度計 FT/IR-4600 128 100 1(0) 0(0) 

EPMA 

JXA-8800 46 193 3(1) 0(0) 

EPMA-1610 78 1771 4(1) 77(1) 

EPMA-1720HT 35 214 4(3) 22(13) 

セルソーター FACS AriaⅢ 19 899 45(0) 3(0) 
 

*1 括弧内は、学外からの分析相談件数 
*2 括弧内は、学外からの依頼分析件数 
*3 故障のため未稼働 
*4 2022年 2月から稼働 
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３３−−３３．．放放射射性性同同位位元元素素部部門門  

 

本学では、多くの教員・学生がＲＩや放射線を利用して研究を実施しているが、本学におけるＲＩ教

育・研究の円滑な推進およびＲＩに係る安全管理の中心的役割担うことを目的として本部門は設置され

ている。本部門の最も重要な業務は、放射線施設の管理運営、放射線研究機器を教育研究に供すること、

および、放射線業務従事者の管理にある。 

本部門は旭町ＲＩ施設と五十嵐ＲＩ施設の２施設からなり、それぞれ旧アイソトープ総合センターお

よび旧自然科学系附置ＲＩセンターを承継した施設である。両施設ともそれぞれの地区におけるＲＩ研

究および放射線安全管理の拠点として活用されている。 

令和元年度施行の法令改正において義務づけられた放射線安全管理に関する継続的な業務の改善の

ため、学内 4つのＲＩ施設（旭町ＲＩ施設、五十風ＲＩ施設、脳研ＰＥＴ施設、病院ＲＩ施設）の管理

担当者による相互の施設および法定帳簿に関する検査を昨年度に引き続き実施した。 

人員については、長年にわたり本学の教育・研究ならびに放射線の安全管理に御尽力された平口和彦

助教が平成 4年 3月末に定年によりご退職されました。 

（（１１））放放射射線線取取扱扱者者にに対対すするる全全学学教教育育訓訓練練 

ＲＩ教育訓練は、平成 7 年度より放射性同位元素部門旭町ＲＩ施設（旧アイソトープ総合センター）

が中心となり企画・実施をしている。この講習会は法令に基づくもので、放射線を用いた研究を実施す

る者全てに受講させねばならないものとなっている。本学の放射線施設利用者だけでなく、他大学等の

放射線施設を利用する本学の研究者・学生に対しても実施する必要がある。近年、大型の放射線研究機

器を備えた全国共同利用施設等の利用も進んでおり、本学の研究活動を支える重要な業務の一つである。 

令和３年度も定期講習会にはオンデマンド型の e-learning システムを利用した。定期講習会を受講

できなかったものに対しては、補講として少人数の対面講習会もしくはオンライン講習会を開催した。

教育訓練のコンテンツは、放射性同位元素部門の教員及び各部局の関係教員が作成した。以下に令和３

年度の教育訓練の実施プログラムと受講者数を示す。 

 

【【放放射射線線取取扱扱者者にに対対すするる教教育育訓訓練練講講習習会会ププロロググララムム】】  

１．放射性同位元素と放射線  理学部 後藤真一 

２．放射線の人体に与える影響および 

     それにともなう RI の安全取扱い 
医学部（元） 高橋俊博 

３．非密封 RI の安全取扱い  脳研究所 中村ゆきみ 

４．密封 RI の安全取扱い  医学部 早川岳英 

５．放射線障害の防止に関する法律  工学部 狩野直樹 

６．RI 安全取扱いの手引き  放射性同位元素部門 泉川卓司 

７．旭町 RI 施設放射線障害予防規定 放射性同位元素部門 後藤淳 

８．五十嵐 RI 施設放射線障害予防規定  理学部(放射性同位元素部門兼任) 大坪隆 
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【【放放射射線線取取扱扱者者にに対対すするる教教育育訓訓練練講講習習会会  受受講講者者数数  （（令令和和３３年年度度））】】  

新規教育訓練受講者  184  名
再教育訓練受講者      346  名
合計 530  名

（学部別内訳）

理学部 38 23 61 3 0 3
工学部 17 11 28 2 0 2
農学部 12 19 31 8 0 8
自然科学研究科（理学） 0 40 40 0 3 3
自然科学研究科（工学） 3 23 26 0 0 0
自然科学研究科（農学） 5 25 30 0 0 0
教育学部 11 2 13 0 0 0
医歯学総合研究科（医学） 17 24 41 1 0 1
医歯学総合研究科（歯学） 0 8 8 0 0 0
脳研究所 0 23 23 0 0 0
保健学科 40 93 133 1 0 1
医歯学総合病院 21 23 44 3 0 3
保健学研究科 1 13 14 0 0 0
研究推進機構 0 12 12 1 0 1
その他 0 2 2 0 2 2
合計 165 341 506 19 5 24

定期講習会 補講

新規 再教育 計 新規 再教育 計

  

 

【【臨臨時時講講習習会会（（補補講講））】】 

実施年月日 区分 会場 

令和３年１２月 ７日  新規 オンライン開催  

令和３年１２月１５日  新規 オンライン開催  

令和４年 １月 11,12,13 日  新規 オンライン開催 

令和４年 １月１７日  新規 オンライン開催  

  

（（２２））旭旭町町ＲＲＩＩ施施設設  

 旭町 RI 施設は、平成 5 年に全国の国立大学の中で第 13 番目に設置されたアイソトープ総合センター

をその前身としており、設立以降現在に至るまで、本学における RI・放射線の安全管理の中心的役割を

担っている。 

 本学の RI 研究の多様なニーズに応えるため、本施設は多核種・大量の RI を使用できる施設として設

計・運用されており、RI 標識薬剤による小動物トレーサー実験、遺伝子や蛋白質の解析、放射線検出器

の開発、ガンマ線照射装置による放射線照射研究などに利用されている。令和３年度の登録従事者数は

113 名であった。 
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【【登登録録従従事事者者数数（（令令和和３３年年度度））】】  

所属（部局・講座・研究室） 人数 

医歯学総合研究科（医） ウイルス学分野  1 

28 

免疫・医動物学分野  2 

血液・内分泌・代謝内科学分野  3 

消化器内科学分野  12 

機能分子医学講座  1 

病態栄養学寄附講座 2 

国際感染医学講座  2 

呼吸器感染内科学分野  3 

機能再建医学講座  2 

医歯学総合研究科（歯） 口腔生化学分野   1  

5 口腔解剖学分野   2  

生体組織再生工学分野  2 

保健学研究科学科 

   ・保健学科 

放射線技術科学分野   2  

6 検査技術科学分野   3  

看護学専攻  1 

脳研究所 基礎神経科学部門 モデル動物開発分野 7 

12 
分子神経生物学分野 2 

統合脳機能研究センター 生体磁気共鳴学分野 2 

臨床機能脳神経学分野 1 

医歯学総合病院 呼吸循環外科学分野  1 

10  

血液浄化療法部 1 

脳神経外科  1 

消化器内科  1 

小児科  3 

歯科放射線科  1 

皮膚科  1 

魚沼地域医療教育センター  1 

自然科学研究科（理） 物性科学講座   1  1 

自然科学研究科（工） 材料生産システム  2  2 

自然科学研究科（農） 分子生命科学  1 1 

日本酒学センター   1 1 

研究推進機構 共用設備基盤センター 放射性同位元素部門 6 6 

その他   1 1 

   合計 73 

  （（学学生生実実習習））  

所属（部局・講座・研究室）  人数  

医学部保健学科 放射線技術科学専攻 2 年生  40 

Ｒ３年度登録者 合計 113 名 
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【【ＲＲＩＩ受受入入量量（（令令和和３３年年度度））】】  

核種 放射能量 

C-14 0.37  MBq 

P-32 314.4  MBq 

S-35 66.9 MBq 

合計 380.77  MBq 

  

【【廃廃棄棄物物引引渡渡量量（（令令和和３３年年度度））】】  

廃棄物の種類 引渡数量 

可燃物 1 本（50L ドラム缶） 

難燃物 4 本（50L ドラム缶） 

不燃物 3 本（50L ドラム缶） 

無機液体 1 本（25L 容器） 

 

【【実実習習（（令令和和３３年年度度））】】  

令和３年度に旭町ＲＩ施設にて実施された実習等 

放射化学実験 第 2期 金曜日 3，4限 医学部保健学科放射線技術科学専攻 2年 

 

 

【【設設置置機機器器】】  

I 放射線管理機器 

Ａ. 放射線監視システム 

   ベータ線水モニター 

   ベータ（ガンマ）線ガスモニター 

   ヨウ素モニター 

   ガンマ線水モニター 

   ガンマ線ガスモニター 

   ガンマ線エリアモニター 

   入退管理システム 

   ハンドフットクロスモニター 

   ポータブルエリアモニター 

 

B. サーベイメーター 

 ＧＭサーベイメーター 

電離箱サーベイメーター 

 シンチレーションサーベイメーター 

 125Ｉ用サーベイメーター 

 アルファ線サーベイメーター 

 簡易サーベイメーター 

 中性子サーベイメーター 

 

Ｃ. 放射線防護機器・教育機器 

    ポケット線量計 

 電子線量計 

 プロテクションシールド 

 ＲＩ用エプロン 

 ＲＩ用耐火性保管庫 

 固体廃棄物容器 

 液体廃棄物容器 

 標準型鉛容器 

 鉛ブロック 

 カリフォルニア型フード 

 遠赤外動物乾燥装置 

 

II 一般理化学機器 

オートラジオグラフィ用遮蔽鉛箱 

ガンマ線照射装置 

バイオイメージングアナライザー 

高速液体クロマトグラフ装置 

分光光度計 

微量精製装置 

凍結切片作成装置 

キュリーメーター 

多機能超遠心機 

卓上超遠心機 

マイクロ冷却遠心機 

小型微量遠心機 

汎用卓上遠心機 

遠心濃縮機 

電気泳動装置 

ゲル乾燥システム 

ゲル撮影キャビネット 

UVイルミネーター（312/254nm） 

ハイブリダイゼーションオーブン 

振とう恒温槽 

アルミブロック恒温槽 

投げ込み式クーラー 
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振とう機 

自動pH/血液ガス分析装置 

クリーンベンチ 

オートクレーブ 

ＣＯ２インキュベーター 

インキュベーター 

動物飼育装置 

ラボフリーザー 

純水製造装置 

カートリッジ純水器 

アイスメーカー 

送風定温乾燥機 

PCRサーマルサイクラー 

ホールプローブ 

pHメーター 

生物顕微鏡 

倒立型顕微鏡 

実体顕微鏡 

簡易型顕微鏡撮影装置 

超音波ホモジナイザー 

ホモジナイザー 

超音波洗浄機 

低バック液体シンチレーション 

オートウェルγシステム 

液体シンチレーションカウンター 

マイクロチューブミキサー 

タッチミキサー 

マグネチックスターラー 

ペリスタポンプ 

ホットプレート 

天秤 

オシロスコープ 

ファンクションジェネレーター 

マルチチャンネルアナライザー 

マルチパラメーターADC 

陽電子消滅寿命測定システム 

β線用ＧＭカウンター 

NaIシンチレーションディテクター 

Ｇｅ半導体検出システム 

プラスチックシンチレーション検出器 

二重収束型質量分析器 

Nd:YAGレーザー・色素レーザー 

放射線計測回路 

放射線検出器用高圧電源 

工作機械 

電気炉 

真空ポンプ 

特殊ガス設備（窒素ガス、圧縮空気、真空） 
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RI ( RI ) 3

241 1

13 RI

3 RI 1  9.25 MBq

RI 10  4.423 MBq 2 3

1  

 

1  RI  3  

3     

       

 1 12 0 0 13  

 13 17 26 1 57  

 26 41 46 2 115  

 10 17 28 0 55  

 1 0 0 0 1  

 51 87 100 3 241  

 

 

RI    

   
14C 9.25 MBq  

 9.25 MBq  

   

 

  

   

 2 50L   

 3 50L   

 1 25L   

 

 

 

 

 

 

RI    

   
57Co 0.034 MBq  
58Co 0.01 MBq  
65Zn 0.05 MBq 
88Zr 1.00 MBq 
95Nb 1.00 MBq 
99Mo 0.01 MBq 
175Hf 1.00 MBq 
179Ta- 0.50 MBq 
196Au 0.01 MBq 
203Hg 0.809 MBq  

 4.423 MBq  
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４４..  研研究究紹紹介介  

４４--１１..  機機器器分分析析部部門門  

  
  

生生命命科科学学研研究究ににおおけけるる電電子子線線ママイイククロロアアナナラライイザザーーのの有有用用性性  
 

大学院医歯学総合研究科（歯）・硬組織形態学分野 大島勇人 

 

１．はじめに  
 教室の主な研究テーマは（１）歯と顎顔面頭蓋領域の形態形成機構に関する研究、（２）象牙質・歯

髄複合体の発生と再生に関する研究、（３）デンタルインプラント手術時合併症のリスク評価とオッセ

オインテグレーションに関する研究であるが、電子線マクロアナライザー Electron Probe (Xray) 
Micro Analyzer (EPMA) を用いた研究の一端を紹介したい。EPMA は細く絞った電子線を試料に照射

し、その部分から発生してくる特性 X 線を検出して、何が（4Be～92U）、何処に（µm オーダー）、何

量だけ（0.001w%～100%）あるかを明らかにする微小部の元素の定性・定量分析を可能にする。さら

に、同時に発生する電子や光の信号を利用して、（１）表面観察、（２）元素分析、（３）結合状態分

析、（４）内部特性・結晶解析などの幾何学的形状や電気的特性・結晶状態などを解明することができ

る（図１）。 

図１．EPMA に利用される信号。電子線が試料に照射されると、特性 X 線（④）の他に、後方散
乱電子（反射電子）（①）、2 次電子（③）、光子（⑤）などの様々な信号が発生する。 
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４４..  研研究究紹紹介介  

４４--１１..  機機器器分分析析部部門門  

  
  

生生命命科科学学研研究究ににおおけけるる電電子子線線ママイイククロロアアナナラライイザザーーのの有有用用性性  
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１．はじめに  
 教室の主な研究テーマは（１）歯と顎顔面頭蓋領域の形態形成機構に関する研究、（２）象牙質・歯

髄複合体の発生と再生に関する研究、（３）デンタルインプラント手術時合併症のリスク評価とオッセ

オインテグレーションに関する研究であるが、電子線マクロアナライザー Electron Probe (Xray) 
Micro Analyzer (EPMA) を用いた研究の一端を紹介したい。EPMA は細く絞った電子線を試料に照射

し、その部分から発生してくる特性 X 線を検出して、何が（4Be～92U）、何処に（µm オーダー）、何

量だけ（0.001w%～100%）あるかを明らかにする微小部の元素の定性・定量分析を可能にする。さら

に、同時に発生する電子や光の信号を利用して、（１）表面観察、（２）元素分析、（３）結合状態分

析、（４）内部特性・結晶解析などの幾何学的形状や電気的特性・結晶状態などを解明することができ

る（図１）。 

図１．EPMA に利用される信号。電子線が試料に照射されると、特性 X 線（④）の他に、後方散
乱電子（反射電子）（①）、2 次電子（③）、光子（⑤）などの様々な信号が発生する。 
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 人体は多くの異なった元素からできているが、分子組成（元素比／モル比）は水（67％）、タンパク

質（20％）、脂質（10％）、炭水化物（3％）なので、水素、酸素、炭素、窒素で全体の 99％を占めて

いる。亜鉛などの微量金属元素でも生命活動には重要な役割を担っており、濃度が一定値を下回ると、

成長遅延、骨代謝障害、免疫不全など様々な病気をもたらす[1]。人体を構成する骨や歯の無機質はリン

酸カルシウムからなるヒドロキシアパタイトなので、EPMA が無機質の解析で有効な研究方略になるが、

今後微量元素解析においても EPMA の応用が期待される。生命科学研究において EPMA を用いた元素

分析は極めて重要な解析方法であることが分かる。 
 
２．歯の発生機構の解明 

 

図２．EPMA による元素（Ca）分析（A–C）と EDTA 鉛注射による硬組織内時刻描記標本（D）・
組織切片染色像（E, F）との比較（Elsevier 社から許可を得て転載[2]）。EDTA 鉛を動物に投与
すると今まさに石灰化が起こっている石灰化前線に鉛が沈着するが、生後 5 日から 100 日までの 5
日おきの成長線として観察することができる。D：象牙質、DP：歯髄、矢じり：板状石灰化 
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 人体を構成する硬組織である骨、エナメル質、象牙質、セメント質はコラーゲン線維またはエナメル

タンパクの基質にヒドロキシアパタイトが沈着した組織なので、リン酸カルシウムの構成元素である

Ca や P の解析は、硬組織研究の有効な研究方略となる。ラット臼歯を用いて象牙質形成における象牙

質の基質沈着・石灰化と歯髄毛細血管との関係を研究した論文を紹介する[2]。図２をみて頂きたい。歯

の表面を覆うエナメル質はまず基質形成と 30％程度の石灰化が進む基質形成期（図２Ａ）の後に、咬頭

頂（右側）から石灰化が亢進し（図２Ｂ）、最終的な石化度 96–98％に達する成熟期の二段階のステー

ジで進行する（図２Ｃ）。これは教科書の事実を確証するデータだが、その下の象牙質の石灰化につい

ては教科書とは異なる事実の発見に繋がった。象牙質は基質形成と同時に最終的な石灰度 70％程度に達

すると考えられていたが、最初に作られる象牙質の石灰化はゆっくり進行することが明らかになった

（図２Ａ）。基質形成が早く、石灰化のスピードがゆっくりだと球状石灰化が起こり、その後石灰化の

スピードが上がると基質形成と石灰化のバランスが取れ板状石灰化が起こることが分かった（図２Ｅ，

Ｆ）。今まで未解決問題であった象牙質成長線形成メカニズムの一端を解明するに至った。 
 
３．遺伝子変異の歯の発生機構への影響の解析 
 我々は、ラット常

染色体潜性（劣性）

遺 伝 子 whitish 
chalk-like teeth 
(wct) 変異がヒトの

遺伝性エナメル質形

成不全症に似たエナ

メル質形成不全を引

き起こすことを明ら

かにした[3, 4]。エナ

メル質形成が基質形

成期と成熟期の二段

階のステージで進行

することは先に述べ

たが、wct 遺伝子変

異ラットでは、成熟

期に形成細胞である

エナメル芽細胞がエ

ナメル質表面から剥

がれて、歯原性嚢胞

が形成され、エナメル質形成不全が惹起されることが明らかになった（図３）。齧歯類の切歯は一生涯

生え続ける常生歯であるが、エナメル質の成熟期の最後に Fe がエナメル質表面に沈着するので、ネズ

ミの切歯をみると茶色の着色がみられる。wct 遺伝子変異ラットでは、この Fe の沈着も阻害され、歯

が白くなるという表現型も惹起される。 

図３．野生型ラット（e, g）と wct 遺伝子変異ラット（f, h）の EPMA による元
素（Ca, P）分析（Springer Nature 社から許可を得て転載[3]）。wct 遺伝子変
異により、エナメル質の石灰化が有意に低下し、咬頭頂側（上方）のエナメル質
が剥がれ落ちている。D：象牙質、DP：歯髄、E：エナメル質 
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 歯の発生は多数の遺伝子による時間的・空間的な調節により進行するが、MSX1 と PAX9 遺伝子の変

異が歯の先天欠如を引き起こす。MSX1 と PAX9 はホメオボックス遺伝子と呼ばれる形態形成遺伝子で

あり、発生過程で必要な多くのタンパク質の発現を制御する役割をもつ。マウスでは、Msx1 遺伝子欠

損は口蓋裂と歯の欠損を引き起こし、Msx2 遺伝子欠損マウスではエナメル質形成不全、歯冠・歯根の

形態異常が起こる[5]。我々は、さらに詳細な組織学的・分子生物学的な解析を行った[6]。Msx2 は外エ

ナメル上皮の角化扁平上皮への転換を抑制すると同時にエナメル質形成能のある適切に分化したエナ

メル器の発生を促進する二重の機能を果たしていることを明らかにした。EPMA により形態学的な証明

を補強することができた。 
 
４．デンタルインプラント埋入後のオッセオインテグレーションの評価 
 骨内インプラン

ト埋入後の創傷治

癒の生物学的な学

術知識の理解は、歯

科インプラントに

関わる臨床家・科学

者に非常に重要で

ある。Brånemark 
により定義された

オッセオインテグ

レーションとは、光

学顕微鏡レベルの

生きた骨とインプ

ラント表面の直接

的な接触を指し、イ

ンプラント治療の

成功の決定因子と

されている。このオ

ッセオインテグレ

ーションの評価に

EPMA 解析が大き

な武器になる。 
 我々は、マウス顎骨における即時埋入および遅延埋入インプラント植立モデルの確立に成功し、経時

的な、かつ細胞レベルの骨・インプラント界面の治癒過程が、即時埋入群で骨形成が早期に惹起される

ものの、即時埋入群と遅延埋入群との間でおおきな差がないことを明らかにした。オッセオインテグレ

ーションには隔離性骨形成と接触性骨形成という二つの様式が定義づけられている。隔離性骨形成は

distance osteogenesis（遠隔性骨形成）といい、周囲既存骨からインプラントへと骨が徐々に添加して

いく骨形成の様式である。これに対して、接触性骨形成は contact osteogenesis といい、創傷過程の初

図４．野生型マウス（A, B）と Opn 遺伝子欠損マウス（G, H）のインプラント
埋入 4週後の EPMAによる元素（Ca, P, Ti同時表示）分析（Jon Willey and Sons
社の許可を得て転載[8]）。遺伝子欠損マウスでは、オッセオインテグレーショ
ン率が有意に低下（約 50％）するが、直接性骨形成が有意に低下し、間接性骨
形成は影響を受けない。 
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期過程に間葉系幹細胞・前駆細胞がインプラン表面に移動して骨芽細胞へと分化する骨形成の様式であ

る。我々は、前者を間接性骨形成 indirect osteogenesis、後者を直接性骨形成 direct osteogenesis と呼

ぶことを提唱しているが、間接性骨形成は一方向からの骨形成であるのに対し、直接性骨形成は、イン

プラント側にも細胞が生着することで双方向からの骨形成が望める。さらに、骨・インプラント界面の

オステオポンチン（OPN）の沈着が直接性骨形成に重要な役割を果たしていると推測された[7]。 
 我々はさらに、オッセオインテグレーション過程における OPN の役割を解明するために、Opn 遺伝

子欠損マウスを用いて、機能喪失実験を行った[8]。OPN は骨リモデリングで重要な役割を果たすこと

が知られている。メカニカルストレスや、副腎皮質ホルモン、活性型ビタミン D3 などの刺激により休

止期の骨芽細胞が OPN やプロテアーゼを分泌し、破骨細胞の分化・活性化を促し、破骨細胞の OPN
分泌により骨芽細胞の分化・活性化が起こることが知られている。予想通り、Opn 遺伝子欠損マウスで

は有意にオッセオインテグレーションが低下することが明らかになったが、直接性骨形成の有意な低下

が原因であることも分かった（図４）。直接性骨形成では、破骨細胞前駆細胞がインプラント表面に補

充され、分化・極性化し、破骨細胞様細胞が骨表面から離れると、骨芽細胞前駆細胞がインプラント表

面に補充され骨芽細胞に分化し、骨・インプラント界面に細胞の介在しない骨基質を沈着する。この過

程で、インプラント表面への OPN の沈着が重要な役割を果たしてることが明らかとなった。 
 
５．さいごに 
 EPMA とマクロフォーカス X 線コンピュータ断層撮影（µCT）との併用も有効な手段である。骨や

歯の同じ試料を EPMA とµCT を用いて石灰化度の解析精度を検証すると、両者で感度が異なることが

明らかになった（五十嵐 他、未発表データ）。EPMA の元素分析（Ca や P の濃度）で有意差がない

場合でも、µCT で石灰化度に有意差がある場合があるので、結果の評価には注意が必要である。本稿で

は、生命科学研究における EPMA の有用性の一端を紹介したが、元素の濃度の定量解析により客観的

データを提供できるので、EPMA は極めて有用性の高い解析方法である。本稿を参考に EPMA を研究

方略に加えることの検討の一助にして頂きたい。 
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図１ 副甲状腺ホルモン関連ペプチド前駆体の 

   小胞体膜における分配機構 

(A) 副甲状腺ホルモン関連ペプチド前駆体 

(ppPTHrP) の模式図。SP, mPTHrP, NLS 

はそれぞれ シグナルペプチド、成熟型 

PTHrP、核局在化シグナルを表す。シグナ

ルペプチドのアミノ酸配列の網かけは疎水

性領域、下線は分泌経路から核への分配に

必要な領域、h はα-ヘリックスを示す。括

弧内は人工変異タンパク質の名称、糖鎖修

飾されるアスパラギン残基 (N) は丸囲み

で表す。 

(B) 小胞体膜における PTHrP の分配機構 

４４--２２..  放放射射性性同同位位元元素素部部門門  
 
    副副甲甲状状腺腺ホホルルモモンン関関連連ペペププチチドドのの局局在在化化機機構構とと悪悪性性腫腫瘍瘍にに伴伴うう  

高高カカルルシシウウムム血血症症のの新新たたなな治治療療薬薬のの可可能能性性  
  

大学院医歯学総合研究科（歯）・口腔生化学分野 天谷 吉宏 

  

進行期のがん患者の約 20～30%に随伴する高カルシウム血症には、悪性腫瘍が産生する液性因子によ

るものと広範な骨転移や局所的な骨溶解による局所性骨溶解性高カルシウム血症がある (1)。副甲状腺

ホルモン関連ペプチド (PTHrP) は当初、高カルシウム血症の原因となる液性因子として同定され、血

清カルシウムの恒常性を維持する副甲状腺ホルモン(PTH) に類似する構造をもち、PTH 受容体に結合

して機能発現する。また、PTHrP はパラクリンにより骨芽細胞を介して破骨細胞の成熟を促進するこ

とにより局所性骨溶解性高カルシウム血症にも関与する。PTHrP はこれらの病因となるばかりではな

く、乳腺、表皮、骨格の発生制御因子、血管平滑筋の緊張と増殖、胎盤を介した母体カルシウム移動の

調節という正常な発生や生理的調節における役割が明らかにされている (2)。分泌タンパクとしてはた

らくこれらの機能に加えて、核および核小体にも輸送されて腫瘍細胞の増殖、アポトーシスおよび休眠

に影響を及ぼすことが報告されている (3)。 
 

PTHrP は典型的な翻訳に共役した小胞体膜透過をしない 
分泌タンパク質である PTHrP が核にも局在するのは、PTHrP 前駆体 (ppPTHrP) が２つの局在化

シグナル、すなわち N-末端のシグナルペプチド (SP) と、中間部の核局在化シグナル (NLS) をもつか

らだと考えられる（図１A）。しかしながら PTHrP が通常の翻訳に共役した小胞体膜透過によって分

泌経路に入るなら、ppPTHrP の新生ペプチドにあらわれる核局在化シグナルはリボソームと小胞体膜

に遮蔽されてサイトソル側には露出しないので核へは輸送されないはずである（図１B）。ところが

PTHrP は分泌経路へ輸送されるのみならず、核や核小体にも局在する。この二重局在の機構について
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興味深いことに、この阻害機構は上述の PTHrP 前駆体が小胞体膜透過の過程でサイトソルに分配さ
れる機構によく似ている。PTHrPのシグナルペプチドの疎水性領域には CADAと CD4シグナルペプ
チドの特異的結合に必要とされる疎水性残基に挟まれたグルタミン残基が存在するとともにプロリン

残基も疎水性領域 C-末端の直後に存在する。構造予測では、このプロリン残基がシグナルペプチドの疎
水性領域のα-ヘリックスと pro領域のα-ヘリックスの間に二次構造を形成しない折れ曲がりを形成し
ている。この構造はリボソームと膜透過チャンネルの結合に影響を及ぼし、シグナルペプチドの疎水性

領域が小胞体膜の脂質二重層に移行するのを妨げたり、新生ペプチドをサイトソル側に露出させたりす

る可能性がある。これらの知見は PTHrPのシグナルペプチドに特異的な阻害剤の開発は必ずしも荒唐
無稽ではないことを示している。すでに図 2Aの Ar1, Ar2および Rを置換した多種の CADA の誘導体
が合成されている。もともと前駆体をサイトソルに分配する機能をもつ PTHrPシグナルペプチドの特
性を考慮するとこれらの CADA誘導体の中から有効な阻害剤が見つかる可能性も十分に考えられる。
PTHrPの小胞体膜透過を低濃度で効果的かつ特異的に阻害する物質が発見される可能性は高いのでは
ないだろうか。 
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